
受益者のみなさまへ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドＦ（米ドル売
り円買い）は、2023年11月20日に第８期の決算を行ないました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げます。今後とも一層
のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／資産複合

信託期間 原則として無期限

運
用
方
針

キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド（米ドル売

り円買い）（以下「マザーファンド」ということがあります。）受益証

券への投資を通じて、内外の投資信託証券（以下「投資対象ファ

ンド」ということがあります。）に投資を行ない、信託財産の中長期

的な成長を目指して運用を行ないます。

主
要
投
資
対
象

キャピタル・ 

エマージング・ 

ストラテジー・ 

ファンドＦ 

（米ドル売り 

円買い）

マザーファンド受益証券

マザー 

ファンド

以下の投資信託証券に投資を行ない、実質的に

エマージング市場の株式、債券等に投資をしま

す。

●�ルクセンブルク籍円建外国投資信託証券「キャ

ピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トー

タル・オポチュニティーズ（LUX）（クラスCdmh-

JPY）」

●�追加型証券投資信託「日本短期債券ファンド

（適格機関投資家限定）」

主
な
投
資
制
限

キャピタル・ 

エマージング・ 

ストラテジー・ 

ファンドＦ 

（米ドル売り 

円買い）

マザーファンド受益証券への投資割合には、制限

を設けません。投資信託証券への実質投資割合

（マザーファンド受益証券への投資を介した投資の

割合をいいます。）には、制限を設けません。株式

への直接投資は、行ないません。外貨建資産への

直接投資は、行ないません。デリバティブの直接

利用は、行ないません。

マザー 

ファンド

投資信託証券への投資割合には制限を設けませ

ん。株式への直接投資は行ないません。

外貨建資産への投資割合には制限を設けませ

ん。デリバティブ取引は原則行ないません。

分
配
方
針

毎年11月20日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行ない、分

配金額は分配対象額の範囲で、委託会社が基準価額水準等を

勘案して決定します。ただし、委託会社の判断により収益分配を

行なわないことがあります。留保益の運用については、特に制限

を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を

行ないます。

キャピタル・インターナショナル株式会社
東京都千代田区丸の内三丁目２番３号　丸の内二重橋ビル

当運用報告書に関するお問い合わせ先

電話番号 03-6366-1300
営業部（営業日9:00～17:00）

お客様の口座内容などに関するお問い合わせは、お申
込みされた販売会社までお願い申し上げます。

ホームページ capitalgroup.co.jp

キャピタル・エマージング・ストラテジー・
ファンドＦ（米ドル売り円買い）
追加型投信／海外／資産複合　　課税取扱／株式投資信託

運用報告書（全体版）
第８期
決算日2023年11月20日
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●最近５期の運用実績 

決算期 
基準価額 投資信託 

受益証券 
組入比率 

純資産総額 
(分配落) 税込分配金 期中騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

 ４ 期(2019年11月20日) 11,258 0 7.4 99.7 6,580 

 ５ 期(2020年11月20日) 12,019 0 6.8 99.7 6,386 

 ６ 期(2021年11月22日) 12,993 0 8.1 99.5 19,107 

 ７ 期(2022年11月21日) 10,419 0 △19.8 99.8 26,751 

 ８ 期(2023年11月20日) 10,839 0 4.0 99.8 31,973 

(注１) 基準価額の騰落率は分配金込み。騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注３) 当ファンドは親投資信託を組入れますので、｢投資信託受益証券組入比率｣は親投資信託への投資割合に応じて算出した実質比率を記載しています。 

(注４) 金額の単位未満は切捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

(注５) 当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 

 

●当期中の基準価額等の推移 

年月日 
基準価額 投資信託 

受益証券 
組入比率  騰落率 

(期首) 円 ％ ％ 

2022年11月21日 10,419 － 99.8 

11月末 10,537 1.1 99.8 

12月末 10,642 2.1 99.8 

2023年 １ 月末 11,079 6.3 99.8 

 ２ 月末 10,761 3.3 99.8 

 ３ 月末 10,791 3.6 99.8 

 ４ 月末 10,847 4.1 99.8 

 ５ 月末 10,760 3.3 99.8 

 ６ 月末 11,067 6.2 99.7 

 ７ 月末 11,323 8.7 99.7 

 ８ 月末 10,987 5.5 99.7 

 ９ 月末 10,560 1.4 99.5 

10月末 10,450 0.3 99.7 

(期末)    

2023年11月20日 10,839 4.0 99.8 

(注１) 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注３) 当ファンドは親投資信託を組入れますので、｢投資信託受益証券組入比率｣は親投資信託への投資割合に応じて算出した実質比率を記載しています。 

(注４) 当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。  
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●ファンドの運用経過等 (2022年11月22日～2023年

11月20日) 

◎当期中の基準価額の変動に関する主な要因に
ついて 
基準価額は期首の10,419円から期末には10,839円と420円

の上昇となりました。 
 

 
 

（注） 当ファンドは、ベンチマークを設定しておりません。 

 
基準価額の主な変動要因は、当ファンドのマザーファンド

であるキャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド
(米ドル売り円買い)の基準価額の変動によるものですが、実
質的には、同マザーファンドを通じて投資するキャピタル・グ
ループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティー
ズ(LUX)(クラスCdmh－JPY)の主な投資対象であるエマージ
ング市場の株式、債券等の価格変動の影響となります。な
お、当期中におけるエマージング市場の株式、債券等の価
格は、次の投資環境の影響等を受けて変動しました。 
 
当期中の投資環境 
＜エマージング株式＞ 

当期のエマージング株式市場は現地通貨ベース、米ドル
ベースともに上昇しました。 
 
主な市場変動要因 
(プラス要因) 
・ インフレ鎮静化の兆しを受けて米国の利上げペース鈍化

への期待が高まったこと 
・ 中国政府による景気刺激策への期待が広がったこと 
・ 欧米の景気が底堅く推移したこと 
(マイナス要因) 
・ インフレ懸念を反映して米長期金利が上昇したこと 
・ 中国経済の減速懸念が強まったこと 
・ 主要国の積極的な金融引き締めを受けて景気減速への

警戒感が強まったこと 

＜エマージング債券＞ 

当期の米ドル建てエマージング債券は上昇しました。現地

通貨建てエマージング債券は現地通貨ベース、米ドルベー

スともに上昇しました。 
 

主な市場変動要因 

(プラス要因) 

・ インフレ鎮静化の兆しを受けて米国の利上げペース鈍化

への期待が高まったこと 

・ 中国政府による景気刺激策への期待が広がったこと 

・ 欧米の景気が底堅く推移したこと 

(マイナス要因) 

・ インフレ懸念を反映して米長期金利が上昇したこと 

・ 中国経済の減速懸念が強まったこと 

・ 主要国の積極的な金融引き締めを受けて景気減速への

警戒感が強まったこと 
 

＜エマージング通貨＞ 

当期のエマージング通貨はコロンビアやポーランドなどが

対米ドルで上昇した一方、アルゼンチンやトルコなどは下落

しました。 

 

主な市場変動要因 

(エマージング通貨の上昇要因) 

・ インフレ鎮静化の兆しを受けて米国の利上げペース鈍化

への期待が高まったこと 

・ 底堅い米景気を背景にリスク選好の動きが優勢となった

こと 

(エマージング通貨の下落要因) 

・ インフレ懸念を反映して米長期金利が上昇したこと 

・ 原油など資源価格が下落したこと 
 

◎当期中の基準価額とベンチマークの推移とを比
較したときの、差異の状況および要因について 

当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファ

ンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す

適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表

示できません。 
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◎運用経過 

＜キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドF(米ドル売

り円買い)＞ 

・ キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米

ドル売り円買い)を通じてキャピタル・グループ・エマージン

グ・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラス

Cdmh－JPY)を高位に組み入れ、実質的にエマージング市

場の株式、債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りなが

ら、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ない

ました。 

・ 当期末における当ファンドの純資産総額に対するマザー

ファンドの割合は99.9％となりました。 

 

以下は、当ファンドが主要投資対象とするマザーファンド

の説明です。 

＜キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米

ドル売り円買い)＞ 

・ キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・

オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh－JPY)を高位に組み

入れ、実質的にエマージング市場の株式、債券等へ投資

を行ない、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的

な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 運用の基本方針に従い、期中を通じてキャピタル・グルー

プ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ

(LUX)(クラスCdmh－JPY)を高位に組み入れました。 

・ 当期末におけるマザーファンドの純資産総額に対するキャ

ピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポ

チュニティーズ(LUX)(クラスCdmh－JPY)の割合は99.9％、

日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)の割合は

0.0％となりました。 

 

以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説

明です。 

＜キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・

オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh－JPY)＞ 

・ エマージング市場の株式、債券等に投資を行ない、リスク

低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目指し

て運用を行ないました。運用にあたっては、綿密なファン

ダメンタルズ調査に基づき、幅広いエマージング株式、債

券等のなかから厳選した銘柄に投資し、ときには機動的

に配分を変更しながら、銘柄の入れ替えを行ないました。

なお、実質的な通貨配分にかかわらず、原則として純資

産総額とほぼ同額程度の米ドル売り円買いの為替取引を

行ないました。 

キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・

オポチュニティーズ(LUX)の資産状況につきましては、巻末

の参考情報をご覧ください。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

・ 日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・

金融商品を組み入れ、信託財産の安定的な成長を目指し

て運用を行ないました。 

 
◎今後の運用方針 

＜キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドF(米ドル売

り円買い)＞ 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米

ドル売り円買い)の組入比率を高位に維持することにより、同

マザーファンドを通じて実質的にエマージング市場の株式、

債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら運用するこ

とを継続する方針です。 

 

以下は、当ファンドが主要投資対象とするマザーファンド

の説明です。 

＜キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米

ドル売り円買い)＞ 

キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・

オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh－JPY)の組入比率を高

位に維持することにより、同ファンドを通じて実質的にエマー

ジング市場の株式、債券等へ投資を行ない、リスク低減を図

りながら運用することを継続するとともに、余裕資金の効率

的な運用のため、日本短期債券ファンド(適格機関投資家限

定)についても組み入れを維持する方針です。 
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以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説

明です。 

＜キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・

オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh－JPY)＞ 

今後も、ファンダメンタルズ調査に基づいて、幅広いエマー

ジング株式、債券等のなかから銘柄を厳選し、投資環境に

応じて機動的に配分を変更していく方針です。エマージング

市場の成長機会に幅広くかつ効率的に投資し、リスク調整

後リターンの最大化を目指します。なお、実質的な通貨配分

にかかわらず、原則として純資産総額とほぼ同額程度の米

ドル売り円買いの為替取引を行ないます。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

日本短期債券マザーファンドの組入比率を高位に維持す

ることにより、同マザーファンドを通じてわが国の公社債・金

融商品に投資し、信託財産の安定的な成長を目指して安定

運用を行ないます。また、NOMURA－BPI短期インデックスを

ベンチマークとし、これを上回る投資成果を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 分配金 
 

投資信託財産の成長を追求する観点から、分配金は見送りとさせていただきました。留保益の運用

については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

分配原資の内訳 
 （単位： 円・％、１万口当たり・税引前） 

項目 

第８期 

2022年11月22日 
～ 

2023年11月20日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) (－％) 

 
当期の収益 － 

当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 2,958 

注１) 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
注２) 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、当ファンドの収益率とは異なります。 
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 １万口当たり費用明細 
 

項目 

第８期 
(2022年11月22日～ 
2023年11月20日) 項目の概要 

金額 比率 

(ａ) 信託報酬 77円 0.713％ (ａ) 信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は10,817円です。 

(投信会社) (74) (0.680) 委託した資金の運用の対価 

(販売会社) (1) (0.011) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理、購入後の情報提供等の対価 

(受託会社) (2) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(ｂ) その他費用 1 0.006 (ｂ) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権
口数〕 

(法定開示にかかる費用) (1) (0.006) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、法定書類
の作成・印刷等費用 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 78 0.719  

注１) 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、このファンドに対応する

ものを含みます。 
注２) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
注３) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
注４) 各項目の費用は、ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません(マザーファンドを除く)。 
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（参考情報） 

・総経費率 
 

  

総経費率（①＋②＋③） 0.87％ 

①当ファンドの費用の比率 0.72％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.15％ 
注１）  ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
注３）  各比率は、年率換算した値です。 
注４） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
注５）  ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
注６） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なります。 
注７） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
注８） 投資先ファンドの運用管理費用以外の費用には、外国ファンドにおけるカストディーフィー等のファンド管理費用が含まれています。 
 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取

引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率

（年率）は0.87％です。   

運用管理費用 

0.00％ 

運用管理費用（受託会社） 

0.02％ 

その他費用 

0.01％ 

運用管理費用以外 

0.15％ 

当ファンド 

0.72％ 

総経費率 

0.87％ 

運用管理費用（販売会社） 

0.01％ 

投資先 
ファンド 
0.15％ 

運用管理費用（投信会社） 

0.68％ 



全体版 
 

Filename： 02_w16_エマストＦ有_2311（本文） 

LastSave:12/12/2023 9:57:00 AM LastPrint：12/12/2023 10:00:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

 

－ 7 － 

●親投資信託受益証券の設定、解約状況 (2022年11月22日から2023年11月20日まで) 

 
設定 解約 

口数 金額 口数 金額 

 千口 千円 千口 千円 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド 
(米ドル売り円買い) 

4,894,540 5,110,000 1,169,863 1,220,000 

(注) 単位未満は切捨てています。 

 

 

●利害関係人との取引状況等 (2022年11月22日から2023年11月20日まで) 

(１) 当期中の利害関係人との取引状況 

＜キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米ドル売り円買い)＞ 

区分 

当期 

買付額等 
A 

  
売付額等 

C 

  

うち利害関係人
との取引状況B 

 B  
 A  

うち利害関係人
との取引状況D 

 D  
 C  

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 

投資信託証券 6,664 － － 1,139 － － 

平均保有割合 99.0％ 

平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子ファンドの親投資信託所有口数の割合をいいます。 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

 

(２) 当期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

項目 当期 

売買委託手数料総額(A) －千円 

うち利害関係人への支払額(B) －千円 

(B)／(A) －％ 

(注１) 投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人との取引はありません。 

(注２) 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

 

 

●組入資産の明細 

親投資信託残高 (2023年11月20日現在) 

項目 
期首(前期末) 当期末 

口数 口数 評価額 

 千口 千口 千円 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド 
(米ドル売り円買い) 

26,723,824 30,448,501 31,931,343 

(注) 単位未満は切捨てています。 
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●投資信託財産の構成 (2023年11月20日現在) 

項目 
当期末 

評価額 比率 

 千円 ％ 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド 
(米ドル売り円買い) 

31,931,343 99.3 

コール・ローン等、その他 218,489 0.7 

投資信託財産総額 32,149,832 100.0 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。 

 

●資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 2023年11月20日現在) 

項目 当期末 

(A) 資産 32,149,832,891円 

コール・ローン等 218,489,416 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・ 

マザーファンド(米ドル売り円買い)(評価額) 31,931,343,475 

(B) 負債 176,316,012 

未払解約金 61,405,303 

未払信託報酬 114,224,076 

未払利息 598 

その他未払費用 686,035 

(C) 純資産総額(A－B) 31,973,516,879 

元本 29,497,410,957 

次期繰越損益金 2,476,105,922 

(D) 受益権総口数 29,497,410,957口 

１万口当たり基準価額(C／D) 10,839円 

(注１) 当ファンドの期首元本額は25,675,889,201円、期中追加設定元本額は

6,494,549,359円、期中一部解約元本額は2,673,027,603円です。 

(注２) １口当たり純資産額は1.0839円です。 

 

●損益の状況 
 (自2022年11月22日 至2023年11月20日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 △ 121,781円 

支払利息 △ 121,781 

(B) 有価証券売買損益 1,218,921,661 

売買益 1,327,778,443 

売買損 △ 108,856,782 

(C) 信託報酬等 △ 228,212,855 

(D) 当期損益金(A＋B＋C) 990,587,025 

(E) 前期繰越損益金 △3,422,419,264 

(F) 追加信託差損益金 4,907,938,161 

(配当等相当額) (  5,925,934,673) 

(売買損益相当額) (△1,017,996,512) 

(G) 計(D＋E＋F) 2,476,105,922 

(H) 収益分配金 0 

次期繰越損益金(G＋H) 2,476,105,922 

追加信託差損益金 4,907,938,161 

(配当等相当額) (  5,957,712,164) 

(売買損益相当額) (△1,049,774,003) 

分配準備積立金 2,769,909,812 

繰越損益金 △5,201,742,051 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示し

ています。 

(注３) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定を

した価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注４) 計算期間末における費用控除後の配当等収益(1,357,204,185円)、費用

控除後の有価証券等売買損益額(０円)、信託約款に規定する収益調

整金(5,957,712,164円)および分配準備積立金(1,412,705,627円)より分

配対象収益は8,727,621,976円(10,000口当たり2,958円)ですが、当期に

分配した金額はありません。   
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●分配金のお知らせ 

決算期 年月日 １万口当たりの分配金(税引前) 

第４期 2019年11月20日 ０円 

第５期 2020年11月20日 ０円 

第６期 2021年11月22日 ０円 

第７期 2022年11月21日 ０円 

第８期 2023年11月20日 ０円 

 

 

●お知らせ 

信託報酬の引き下げ等について 

ご投資家の利益に資するために信託報酬を引き下げること等をいたしましたので、投資信託約款に所要の変更を行ないま

した(約款変更適用日：2023年８月22日)。 

 

変更点 

●信託報酬 

信託報酬における委託会社の配分を0.70％から0.62％に引き下げました。 

 変更前 変更後 

信託報酬 年率0.803％(税抜0.73％) 年率0.715％(税抜0.65％) 

委託会社(税抜) 年率0.70％ 年率0.62％ 

販売会社(税抜) 年率0.01％ 年率0.01％ 

受託会社(税抜) 年率0.02％ 年率0.02％ 

実質的な信託報酬 年率0.81％程度(税込) 年率0.722％程度(税込) 

※税込年率は、消費税率10％で表示しています。 

 

●一部解約金の支払いに要する期間の短縮 

換金代金のお支払いは、原則、換金申込受付日から起算して５営業日目から販売会社でお支払いすることとなりました(６

営業日目から５営業日目に短縮されました。)。 
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キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米ドル売り円買い) 

 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米ドル売り円買い) 

 

第10期 

決算日 2023年６月20日 

(計算期間：2022年６月21日から2023年６月20日まで) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

運用方針 

エマージング市場＊の株式、債券等を主な投資対象とする投資信託証券、ならびに
わが国の公社債・金融商品を主な投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、
リスク低減を図りつつ、信託財産の中長期的な成長を目指します。 
＊ 先進国に分類される発行体であっても、その資産若しくは収益等においてエマージング市場に高い比重をおいてい

る場合、投資対象に含みます。 

主要投資対象 

● キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ
(LUX)(クラスCdmh-JPY) 

● 日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) 

※ 投資割合はキャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニ
ティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY)を高位維持することを基本とします。 

主な投資制限 

● 投資信託証券への投資割合には、制限を設けません。 

● 株式への直接投資は、行ないません。 

● 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

● デリバティブ取引は、原則行ないません。 
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●最近５期の運用実績 

決算期 
基準価額 投資信託証券 

組入比率 
純資産総額 

 期中騰落率 

 円 ％ ％ 百万円 

 ６ 期(2019年６月20日) 10,368 2.2 99.9 7,518 

 ７ 期(2020年６月22日) 10,251 △ 1.1 99.9 6,316 

 ８ 期(2021年６月21日) 12,638 23.3 99.9 9,513 

 ９ 期(2022年６月20日) 9,983 △21.0 99.9 21,225 

10期(2023年６月20日) 10,721 7.4 99.9 29,743 

(注１) 騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注３) 金額の単位未満は切捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

 

 

●当期中の基準価額と市況等の推移 

年月日 
基準価額 投資信託証券 

組入比率  騰落率 

(期首) 円 ％ ％ 

2022年 ６ 月20日 9,983 － 99.9 

 ６ 月末 10,012 0.3 99.9 

 ７ 月末 10,012 0.3 99.9 

 ８ 月末 10,043 0.6 99.9 

 ９ 月末 9,380 △6.0 99.9 

10月末 9,487 △5.0 99.9 

11月末 10,116 1.3 99.9 

12月末 10,224 2.4 99.9 

2023年 １ 月末 10,652 6.7 99.9 

 ２ 月末 10,352 3.7 99.9 

 ３ 月末 10,388 4.1 99.9 

 ４ 月末 10,449 4.7 99.9 

 ５ 月末 10,373 3.9 99.9 

(期末)    

2023年 ６ 月20日 10,721 7.4 99.9 

(注１) 騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 
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●当期中の運用経過等 (2022年６月21日～2023年６月20日) 

◎基準価額の推移および変動に関する主な要因について 

・ 基準価額は、期首の9,983円から当期末には10,721円となり738円上昇しました。 

 
※マザーファンドは、ベンチマークを設定しておりません。 
 
・ 基準価額の変動に関する主な要因は、マザーファンドが主に投資するキャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トー

タル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY)の価額変動によるものですが、実質的には、キャピタル・グループ・エマー

ジング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY)を通じて投資するエマージング市場の株式、債券等

の価格変動の影響となります。なお、当期中におけるエマージング市場の株式、債券等の価格は、主に次のような投資環

境の影響等を受けて変動しました。 
 
当期中の投資環境 
＜エマージング株式＞ 

当(作成)期のエマージング株式市場は、現地通貨ベース、米ドルベースともに上昇しました。 
 
主な市場変動要因 
(プラス要因) 
・ 中国のゼロコロナ政策の一部緩和を受けた経済活動再開への期待 
・ インフレ鎮静化の兆しを受けた米国の利上げペース鈍化への期待 
・ 期初にかけての米長期金利の低下 
 
(マイナス要因) 
・ 中国の都市封鎖や行動制限強化の影響による景気減速懸念 
・ 米長期金利の上昇 
・ 米金融機関の破綻を契機とした金融システム不安の高まり 
 
＜エマージング債券＞ 

当(作成)期の米ドル建てエマージング債券市場は、上昇しました。また、現地通貨建てエマージング債券も、現地通貨ベー
ス、米ドルベースともに上昇しました。   

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

(円)

(期首) (当期末)

基準価額の推移

22/10 23/2
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主な市場変動要因 
(プラス要因) 
・ インフレ鎮静化の兆しを受けた米国の利上げペース鈍化への期待 
・ 期初にかけての米長期金利の低下 
・ 米国の債務不履行が回避されたことによる投資家心理の改善 

 

(マイナス要因) 
・ インフレ懸念を反映した米国の利上げ停止観測の後退 
・ 米金融機関の破綻を契機とした金融システム不安の高まり 
・ 米政府の債務上限問題に対する懸念 

 

＜エマージング通貨＞ 
・ 当(作成)期のエマージング通貨は、ハンガリーやポーランドなどが対米ドルで上昇した一方、アルゼンチンやロシアなどは下

落しました。 
 

主な市場変動要因 
(エマージング通貨の上昇要因) 
・ 堅調な米景気を背景としたリスク選好の動き 
・ 期初にかけての米長期金利の低下 

 

(エマージング通貨の下落要因) 
・ 中国経済の減速懸念を受けたリスク回避の動き 
・ 米長期金利の上昇 

 
◎当期中の基準価額とベンチマークの推移とを比較したときの、差異の状況および要因について 

主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク
および参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 

 
◎運用経過 
・ 運用の基本方針に従い、当期中を通じてキャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ

(LUX)(クラスCdmh-JPY)および日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)を主要投資対象とし、キャピタル・グループ・エ
マージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY)を高位に組み入れました。 
当期末における同マザーファンドが各ファンドを組み入れた比率は、以下のとおりです。 

投資対象 当期末の組入比率 

キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY) 99.9％ 

日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) 0.0％ 

・ 上記のとおり、マザーファンドは、キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラス
Cdmh-JPY)によって、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目指すアクティブ運用を行ないました。運用に
あたっては、エマージング市場の成長を幅広く、かつ効率的に取り込むために、徹底したファンダメンタルズ調査に基づき、
様々なエマージング資産の中から銘柄を厳選し、ときには機動的に配分を変更しながら、銘柄の入れ替えを行ないました。 

・ キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY)の資産別、通貨別、
国・地域別構成比率等につきましては、巻末の参考情報をご覧ください。 
 

◎今後の運用方針 
＜キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米ドル売り円買い)＞ 

主要投資対象であるキャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY)の
組入比率を高位に維持する運用を継続することにより、リスクを抑制しながら信託財産の中長期的な成長を目指すとともに、
余裕資金の効率的な運用のため、日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)についても組み入れを維持する方針です。   
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●１万口当たり費用明細 

項目 

第10期 

項目の概要 (2022年６月21日～2023年６月20日) 

金額 比率 

(a) その他費用 0円 0.000％ (a) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 0 0.000  

(注１) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注２) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額(期中の平均基準価額は10,124円です)で除して100を乗じたも

のです。 

 

●期中の売買及び取引状況 (2022年６月21日から2023年６月20日まで) 

 
買付 売付 

単位数又は口数 金額 単位数又は口数 金額 

  口 千円 口 千円 

外国 
キャピタル・グループ・エマージング・マーケッ
ツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラス
Cdmh-JPY) 

12,069,036.979 8,340,752 696,148.498 487,096 

(注１) 金額は受渡代金です。 

(注２) 金額の単位未満は切捨てています。 

 

●組入資産の明細 (2023年６月20日現在) 

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 

 銘柄名 

当期末(2023年６月20日) 

口数 評価額 組入比率 

口 千円 ％ 

国内投資信託受益証券 日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) 4,631,585 4,859 0.0 

外国投資証券 
キャピタル・グループ・エマージング・マーケッ
ツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラス
Cdmh-JPY) 

41,618,883.318 29,715,882 99.9 

 
合計 46,250,468.318 29,720,742  

 銘柄数＜比率＞ 2 ＜99.9％＞ 

(注１) 比率は、純資産総額に対する投資信託証券の比率です。 

(注２) 金額の単位未満は切捨てています。 
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●投資信託財産の構成 (2023年６月20日現在) 

項目 
当期末 

評価額 比率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 4,859 0.0 

投資証券 29,715,882 99.9 

コール・ローン等、その他 22,635 0.1 

投資信託財産総額 29,743,376 100.0 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。 

 

 

●資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 (2023年６月20日現在) 

項目 当期末 

(A) 資産 29,743,376,154円 

コール・ローン等 22,634,007 

投資信託受益証券(評価額) 4,859,458 

投資証券(評価額) 29,715,882,689 

(B) 負債 65 

未払利息 65 

(C) 純資産総額(A－B) 29,743,376,089 

元本 27,742,477,385 

次期繰越損益金 2,000,898,704 

(D) 受益権総口数 27,742,477,385口 

１万口当たり基準価額(C／D) 10,721円 

(注１) 当マザーファンドの期首元本額は21,260,790,563円、期中追加設定元

本額は7,026,024,549円、期中一部解約元本額は544,337,727円です。

当マザーファンドの期末元本額は、27,742,477,385円です。 

(注２) 当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、キャ

ピタル・エマージング・ストラテジーF(米ドル売り円買い) 27,484,646,049円、

キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドAコース(年２回決算／

米ドル売り円買い) 247,736,526円、キャピタル・エマージング・ストラテジ

ー・ファンドCコース(毎月分配／米ドル売り円買い) 10,094,810円です。 

(注３) １口当たり純資産額は1.0721円です。 

●損益の状況 
 (自2022年６月21日 至2023年６月20日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 1,408,323,605円 

受取配当金 1,408,425,906 

支払利息 △ 102,301 

(B) 有価証券売買損益 659,769,487 

売買益 664,682,433 

売買損 △ 4,912,946 

(C) その他費用 △ 991 

(D) 当期損益金(A＋B＋C) 2,068,092,101 

(E) 前期繰越損益金 △ 35,742,575 

(F) 追加信託差損益金 △ 14,035,549 

(G) 解約差損益金 △ 17,415,273 

(H) 計(D＋E＋F＋G) 2,000,898,704 

次期繰越損益金(H) 2,000,898,704 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (C)その他費用は金銭信託預入にかかる手数料 

(注３) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定を

した価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注４) (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し

引いた差額分をいいます。 
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●お知らせ 

信託金の限度額の引き上げに伴い、投資信託約款に所要の変更を行ないました(2022年８月19日付)。 
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＜補足情報＞ 

キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

形態 外国投資信託／ルクセンブルク籍／会社型 

投資対象 
エマージング市場＊の株式、債券等を主な投資対象とします。 
＊ 先進国に分類される発行体であっても、その資産若しくは収益等においてエマージング市場に高い比重をおいてい

る場合、投資対象に含みます。 

投資態度 

● 原則としてエマージング市場の株式、債券等を主要投資対象とし、リスク低減を

図りつつ、信託財産の中長期的な成長を目指します。 

● 実質的な通貨配分にかかわらず、原則として純資産総額とほぼ同額程度の米ド

ル売り円買いの為替取引を行ないます。 

● 市況動向、資金動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。 

主な投資制限 

● 純資産総額の範囲内において有価証券への投資に制限を設けません。 

● 同一発行体の発行する証券への投資は原則として取得時においてファンドの純

資産総額の10％を上限とします。ただし国債や政府保証債、短期金融商品等に

ついては除外します。 

決算日 毎年12月31日 

投資顧問会社 キャピタル・リサーチ・アンド・マネジメント・カンパニー 

副投資顧問会社 キャピタル・インターナショナル・エス・エイ・アール・エル 

(注) ｢キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY)｣は、実質的な通貨配分にかかわらず、原則として純資

産総額とほぼ同額程度の米ドル売り円買いの為替取引を行なう｢キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ（LUX）｣のシェ

アクラスです。 

｢キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ（LUX）｣の情報は、18～34ページをご参照ください。 
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キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX) 

損益及び純資産変動計算書(監査済、委託会社が翻訳) 
 2022年12月31日現在 

 (USD) 

収益   

債券および転換社債に係る利息 (源泉徴収税額控除後) 26,786,115 

受取配当金 (源泉徴収税額控除後) 6,962,213 

その他収益 － 

証券貸付収益 1,660 

銀行預金利息 658,406 

スワップ取引 － 

収益小計 34,408,394 

費用  

運用報酬  3,507,323 

管理手数料 507,157 

年次税 122,772 

専門家サービス 199,151 

デポジタリー・カストディ費用およびファンド管理手数料 207,026 

スワップ取引 － 

税金費用 732,657 

その他費用 74,879 

印刷費用 17,396 

当座貸越利息 * － 

費用小計 5,368,361 

費用の払戻し 236,071 

投資純利益／(損失) (a) 29,276,104 

実現純利益／(損失)  

投資有価証券の売却取引 －67,258,853 

金融先物取引 － 

為替取引 －40,019,947 

スワップ取引 － 

当期実現純利益／(損失) (b) －107,278,800 

未実現評価利益／(損失)の増減  

投資有価証券 －121,290,791 

金融先物取引 － 

スワップ取引 － 

為替取引 4,325,316 

当期未実現評価利益／(損失)の増減 (c) －116,965,475 

当期損益 (a＋b＋c) －194,968,171 

配当金の分配 －13,060,737 

当期投資証券の差引増減額 －193,235,632 

期首純資産総額 955,052,854 

期末純資産総額 553,788,314 

*主に中央銀行が実施するマイナス金利政策によるものです。  
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投資明細表 
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＜補足情報＞ 

日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

形態 追加型株式投資信託 

信託期間 無期限 

運用方針 

NOMURA-BPI短期インデックスをベンチマークとし、これを上回る投資成果を目指し

ます。主としてマザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信託

財産の安定的な成長を目指して安定運用を行ないます。マザーファンド受益証券の

組入比率は高位を維持することを基本とします。 

主要運用対象 
ベビーファンド 

日本短期債券マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。こ

のほか、当ファンドで直接投資することがあります。 

マザーファンド わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とします。 

組入制限 
ベビーファンド 外貨建資産への投資は行ないません。 

マザーファンド 外貨建資産への投資は行ないません。 

分配方針 

経費等控除後の利子等収益および売買益(評価益を含みます。)等の全額を分配対

象額とし、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して、委託会社が決定し

ます。ただし、分配対象収益が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。 

決算日 
原則として毎年７月22日。ただし、該当日が休業日のときは該当日以降の最初の営

業日を決算日とします。なお、第１計算期間の終了日は平成20年７月22日とします。 

委託会社 三菱UFJ国際投信株式会社 
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損益の状況 

 (2021年７月27日～2022年７月22日) 

項目 当期 

(A) 有価証券売買損益 15,619円 

売買益 22,537 

売買損 △ 6,918 

(B) 信託報酬等 △ 176,277 

(C) 当期損益金(A＋B) △ 160,658 

(D) 前期繰越損益金 1,620,513 

(E) 追加信託差損益金 4,421,650 

(配当等相当額) (  6,653,120) 

(売買損益相当額) (△2,231,470) 

(F) 計(C＋D＋E) 5,881,505 

(G) 収益分配金 0 

次期繰越損益金(F＋G) 5,881,505 

追加信託差損益金 4,421,650 

(配当等相当額) (  6,653,122) 

(売買損益相当額) (△2,231,472) 

分配準備積立金 5,270,129 

繰越損益金 △3,810,274 

(注１) (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

(注３) (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

●組入資産の明細 

親投資信託残高 

銘柄 
期首(前期末) 当期末 

口数 口数 評価額 

 千口 千口 千円 

日本短期債券マザーファンド 120,848 104,630 117,688 

(注) 日本短期債券マザーファンド全体の受益権口数は(期末：1,423,884,307口)です。   
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＜補足情報＞ 

日本短期債券マザーファンド 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

運用方針 

わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とし、ポートフォリオのデュレーション

調整と銘柄選択による収益獲得を目指して運用を行ないます。ポートフォリオの

デュレーションはベンチマークの平均を中心に調整します。デュレーション調整は

主としてファンダメンタルズ分析に基づく中期的な金利見通しに沿って行ないま

す。銘柄選択は信用リスクと金利スプレッドを定量的・定性的に分析して行ないま

す。NOMURA－BPI短期インデックスをベンチマークとし、同指数を上回る投資成

果を目指して運用を行ないます。 

主要運用対象 わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とします。 

組入制限 外貨建資産への投資は行ないません。 

決算日 
原則として毎年７月22日。ただし、該当日が休業日のときは該当日以降の最初の営

業日を決算日とします。 

委託会社 三菱UFJ国際投信株式会社 

 

損益の状況 

 (2021年７月27日～2022年７月22日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 5,004,767円 

受取利息 5,021,564 

支払利息 △ 16,797 

(B) 有価証券売買損益 △ 4,972,800 

売買益 533,000 

売買損 △ 5,505,800 

(C) 当期損益金(A＋B) 31,967 

(D) 前期繰越損益金 188,921,952 

(E) 追加信託差損益金 22,367,631 

(F) 解約差損益金 △ 33,678,948 

(G) 計(C＋D＋E＋F) 177,642,602 

次期繰越損益金(G) 177,642,602 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注３) (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
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●組入資産の明細 (2022年７月22日現在) 

国内公社債 

(A) 国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区分 

当期末 

額面金額 評価額 組入比率 
うちBB格以下 

組入比率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

普通社債券 
1,500,000 1,503,914 93.9 － 6.2 50.3 37.5 

(1,500,000) (1,503,914) (93.9) (－) (6.2) (50.3) (37.5) 

合計 
1,500,000 1,503,914 93.9 － 6.2 50.3 37.5 

(1,500,000) (1,503,914) (93.9) (－) (6.2) (50.3) (37.5) 

(注１) (  )内は非上場債で内書き。 
(注２) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
(注３) 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(B) 国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 

銘柄 
当期末 

利率 額面金額 評価額 償還年月日 

  ％ 千円 千円  

普通社債券 第１回関西電力利払繰延・期限前償還条項・劣後特約付 0.896 100,000 99,262 2082/３/20 

 第14回セブン&アイ・ホールディングス 0.19 100,000 99,877 2025/12/19 

 第15回Zホールディングス 0.35 100,000 100,071 2023/６/９ 

 第15回楽天グループ 0.5 100,000 99,606 2024/12/２ 

 第67回神戸製鋼所 0.2 100,000 99,835 2026/６/10 

 第46回IHI 0.22 100,000 100,014 2023/９/１ 

 第１回明治安田生命2019基金 0.29 100,000 99,975 2024/８/２ 

 第37回丸井グループ 0.12 100,000 99,875 2023/12/１ 

 第29回SBIホールディングス 1.0 100,000 100,149 2025/７/22 

 第75回アコム 0.309 100,000 100,068 2023/２/28 

 第32回三菱UFJリース 0.695 100,000 101,045 2024/10/25 

 第27回野村ホールディングス 2.107 100,000 105,523 2025/９/24 

 第５回ソフトバンク 0.1 100,000 99,879 2023/７/28 

 第35回フランス相互信用連合銀行 0.279 100,000 98,820 2026/10/21 

 第６回マラヤン・バンキング 0.224 100,000 99,915 2023/２/13 

合計  1,500,000 1,503,914  
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●参考情報 (2023年10月31日現在) 

以下は、ファンドが実質的に投資する外国投資信託証券(キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュ

ニティーズ(LUX)(クラスCdmh－JPY))の内容です。 

 

【資産状況】 

 

国別構成比率 

国名 株式 債券 比率合計 

メキシコ 1.6％ 8.8％ 10.4％ 

中国 6.7％ 0.7％ 7.4％ 

ブラジル 1.4％ 5.9％ 7.2％ 

米国 0.9％ 4.9％ 5.8％ 

南アフリカ 0.5％ 4.7％ 5.2％ 

その他国 21.5％ 31.8％ 53.3％ 

現金・その他   10.7％ 

資産別構成比率 

資産 種別 比率 

株式  32.6％ 

債券  56.7％ 

 国債・政府関連債 36.7％  

 社債 18.5％  

 その他証券 1.5％  

現金・その他  10.7％ 

組入銘柄数 

資産 銘柄数 

株式 107 

債券 260 

 

 

 

組入上位10銘柄 

 銘柄名 国名 資産 業種／種別 比率 

１ US TREASURY N/B 4.625% 09-30-28 米国 債券 国債・政府関連債 2.5％ 

２ BRAZIL NTNB BRL I/L 6.0% 08-15-50 ブラジル 債券 国債・政府関連債 1.7％ 

３ AMERICA MOVIL SAB DE CV MXN SR UNSEC 9.5% 01-27-31 メキシコ 債券 社債 1.6％ 

４ BRAZIL NTNB BRL 10.0% 01-01-31 ブラジル 債券 国債・政府関連債 1.6％ 

５ ABU DHABI NATIONAL OIL CO CV REG S SR UNSEC 0.7% 06-04-24 アラブ首長国連邦 債券 その他債券 1.4％ 

６ AIA GROUP LTD. 香港 株式 金融 1.4％ 

７ NETEASE, INC. 中国 株式 コミュニケーション・サービス 1.3％ 

８ US TREASURY NOTE 1.5% 02-29-24 米国 債券 国債・政府関連債 1.3％ 

９ TENCENT HOLDINGS LTD. 中国 株式 コミュニケーション・サービス 1.3％ 

10 PETROLEOS MEXICANOS SR UNSEC 6.875% 10-16-25 メキシコ 債券 社債 1.2％ 

(注) 国についてはMSCI分類、業種についてはGICS(世界産業分類基準)に基づいていますが(債券は除く)、当社の判断に基づき分類したものが含まれる場合

があります。 
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